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1. はじめに
ウェブ上には大量のテキスト情報が存在し、そこでは

様々なトピックに関して多角的な意見が述べられている。
あるトピックに関して、このようなテキスト情報集合の
俯瞰図 (言論マップ)を作成するために、現在、我々は、
類似や含意、対立など、言論間の論理的関係を解析する
基盤技術の開発に取り組んでいる [8]。俯瞰図において
個々の言論を他の言論との論理的関係性の中に相対的に
位置付けることにより、情報利用者が各言論の信憑性を
判断する作業を支援し、情報の偏りや思いこみによる誤
信の可能性を抑えることを目指す。
言論間の論理的関係を解析するために必要となる関係

知識は、大きく実体(モノ、体言)に関する関係知識と事
象(コト、用言)に関する関係知識に分類される。本論文
では、我々が整備した、後者の関係知識を含む述語項構
造辞書について報告する。

2. 既存の事象間関係知識
日本語に関する大規模な事象間関係知識のデータベー

スとしては、日本語WordNet[3]、大西らのデータベー
ス [10]、竹内らの辞書 [11]などが挙げられるが、日本語
WordNetは現在利用可能ではない。この章では、上記
残り 2つの言語資源について説明する。
2.1 大西らのデータベース
大西ら [2, 10] は、岩波国語辞典 [9] の用言に対する

語釈文を利用することにより、人手で事象間関係知識の
データベースを作成した。ここでは、表 1の一番左の列
に示される 10種類の関係が定義されている。このデー
タベースに含まれる関係知識の例を以下に示す。
同義 (言い換え) 誰か A が 誰か B を取り押さえる →

誰か Aが誰か Bをつかまえる

反義語 誰かが何かをあける→ 誰かが何かを締める

手段 誰かが何かを沸かす→誰かが何かに熱を加える
2.2 竹内らの辞書
竹内ら [11]は、語彙概念構造による動詞意味分析の枠

組み [4]に基づいて、Lexeed[5]に存在する高頻度動詞約
4,000語、約 7,000語義に対して項構造と意味クラスを
記述し、動詞項構造辞書を作成した。この辞書において、
事象間の類義関係や反義関係を規定する意味クラス体系
は 5階層からなり、その最下層には約 1,000の意味クラ
スが存在する。この辞書における意味クラスとそこに属
する動詞の例を以下に示す。
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表 1: 事象間関係知識の数

関係名 英訳 知識数
同義 (言い換え) near synonym 17,816
同義・上位 hypernym 11,487
反義語 antonym 540
前提条件 presupposition 3,037
結果 (状態) effect 2,163
付帯状況 cooccur 4,274
不可分 inseparable 174
原因・理由 cause 2
目的 goal 882
手段 means 5,532
計 45,907

<状態変化あり.位置変化.位置関係の変化（物
理）.抽出／埋没.抽出 >

とりだす、抜粋する、つまむ、あばく、· · ·
<状態変化あり.位置変化.位置関係の変化（物
理）.抽出／埋没.埋没> (上記のクラスと反義
関係にあるクラス)

埋める、うずめる、もぐる、ひたる、· · ·

3. 述語項構造辞書の整備
前章の 2つの節で述べた 2つの言語資源を統合・整理
し、事象間関係知識を含む述語項構造辞書を編纂した。
3.1 辞書の仕様
この述語項構造辞書は 1つのXML形式のファイルで
あり、用言に対して、語義ごとに、以下に示す情報が記
述されている。

ID この辞書における ID

見出し語 ひらがなで記述された見出し語

表記 送り仮名のゆれなどを含む漢字表記やカタカナ表記

意味クラス 2.2節参照

出現頻度 SENSEVAL-2コーパス [6]における出現頻度

岩波国語辞典 ID 岩波国語辞典 [9]における ID

LexeedID Lexeed[5]における ID

項構造 用言がとる必須項のリストであり、それぞれの
項に対して、次のような情報が記述されている



表 2: 編纂した辞書におけるエントリーの例

ID 04992
見出し語 きゅうしゅうする
表記 吸収する
意味クラス 状態変化あり.位置変化.位置関係の変化（物

理）.吸入／排出.吸入
出現頻度 0
岩波 ID 0011538-0-0-0-0-x0
LexeedID 06027950-4
が格 変項: 何か A; 深層格: causer; 項番号: 2;

例: 水が
を格 変項: 何か B; 深層格: 対象; 項番号: 1; 例:

二酸化炭素を
関係知識 同義 (言い換え): < 何か A> が < 何かＢ

>を <何か A>に吸い込む
関係知識 同義 (言い換え): < 何か A> が < 何かＢ

>を吸い取る
関係知識 付帯状況: <何か A>が <何かＢ >を取

り入れる
関係知識 同義・上位: <何か A>が <何かＢ >を

自分のものとする

変項 関係知識において、後件の項と対応づけるた
めに用いる

定項 格の前に現れる語が確定している場合に、そ
の語を記述する

深層格 表層格に対する深層格
項番号 半統制意味構造記述 [11]における項番号
格の交替 「に」→「へ」のように、代わりに用い

ることができる格
例 項の例

事象間関係知識 2.1節で述べた事象間関係知識を表す、
関係と後件の述語項構造の対のリスト

この辞書におけるエントリーの例を表 2に示す。
3.2 編纂手順

2章で説明した 2つの言語資源から、次の手順に従い、
前節で述べた仕様を満たす述語項構造辞書を編纂した。

1. 岩波国語辞典の語義を 1エントリーとして、大西ら
のデータベース (2.1節)を XML形式に変換する

2. 各エントリーに対して、SENSEVAL-2コーパスに
おける出現頻度を数える

3. 岩波国語辞典 IDを介して、各エントリーに対して、
竹内らの辞書 (2.2節)から次の情報を抽出する

意味クラス、深層格、項番号、格の交替、
LexeedID

岩波国語辞典の 1つの語義に対して、複数のLexeed
の語義が対応する場合、その数だけエントリーを複
製し、そのそれぞれに対して、Lexeedの 1つの語
義に対する上記の情報を付与する

3.3 現状
現在、編纂した辞書には、29,555エントリーが登録さ
れており、計 45,907個の事象間関係知識が含まれてい
る。それぞれの関係に対する知識数を表 1に示す。
この辞書に存在する事象間関係知識と意味クラスの情
報を用いて、述語項構造レベルの言論マップを生成する
予備調査を行なった。人手による正解セットと比較した
結果、およそ 6割の精度で言論間の類義関係と対立関係
を認識することができた。この調査の詳細については別
稿 [7]で述べる。

4. おわりに
本研究では、言論マップの作成に必要となる事象間関
係知識を含む述語項構造辞書を整備した。この辞書を用
いることにより、用言に関して、言論間の類義関係や対
立関係を解析することが可能である。
今後は、下位事象を内包する構造を持つ用言について
人手で事象間関係知識を整理するとともに、コーパスか
ら獲得された大規模な事象間関係知識 [1]を適切に辞書
に組み入れる予定である。
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